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The Japan Year Book ● 英文日本年鑑 

1905 年に武信由太郎ジャパンタイムズ副主筆や同紙の編集人が中心になって創刊された、初の本格的な対外向け

年鑑である本書は、戦後まで刊行が続き海外への影響力を長く維持した英文の日本情報集で、政治、経済、社会、

文化などあらゆる分野における最新の日本の動向をまとめ、詳細な統計資料とともに掲載しました。 

 日露戦争後世界列強に肩を並べるためにメディア戦略を鮮明にする日本の一つの象徴でもあったこの年鑑は、

ロンドン、ニューヨークに販売代理店を置き海外でも広く販売され、日本への関心が東洋の幻想の国から、国際

政治のライバルであり、同時にビジネスの投資先でもある現実の国へと大きく変わるこの時代に、日本の「真実」

伝える出版メディアとして広く活用されました。また、台湾、朝鮮、樺太や満州など当時の植民地に関する章も

設けられ、極東アジアに関する対西洋の情報の発信源としても役割を果たしました。 

 このように出版史上、20 世紀初頭の日本と海外の関係を知るうえで最重要な資料であるにもかかわらず、本

年鑑をまとめ所蔵する図書館、機関は極めて限られています。 

 広告を含む全頁を読みやすい拡大復刻にて全巻を刊行する本シリーズは、日本と西洋の関係史だけでなく、国

際政治、メディア・ジャーナリズム、日本企業の海外進出史など経済・経営学等、いま必要とされている世界的

な視点での日本近代の研究、教育に必携の基本文献と言えます。大学図書館、関連分野の研究機関に広くお薦め

いたします。 

●主な項目 

Diary / Geography / Earthquakes and Seismic Disturbances / Population / Imperial Court / Politics / Local Administration / 

Finances / Banks and Banking Business / Economics Corporations / Education / Religions & Religious Works / Charity & 

Relief / Justice / Police and Sanitation / Army and the Navy / Communications Post Telegraph and Telephone / 

Contemporary Worthies / Diplomacy and Diplomatic and Consular Services / The Press / Agriculture / Forestry and Fishery/ 

Manufacturing Industry / Patents Designs Trade Marks / Foreign Trade / Home Trade / Mercantile Establishments / 

Mercantile Marine / Railways / Progress of the War / War Finance / Art & Craft of Modern Japan / Who’s Who in Japan / 

Formosa / Korea / Korafuto South Manchuria / Import Tariff List / Leading Exporters and Importers / Index 

●主な執筆者 

池田謙三（第百銀行頭取、東京貯蔵銀行頭取を務め、日本興業銀行、台湾銀行の創立に参画。）/ 岡村司（明治・

大正期の法学者・弁護士。京都帝国大学教授。）/ 木下淑夫（鉄道官僚。観光産業の重要性を説き、ジャパン・ツ

ーリスト・ビューロー（日本交通公社）の生みの親となった。）/ 呉文聡（統計学者。内務省、農商務省で統計の

開発・整備に当たる。）/ 桑田熊蔵（社会政策学会を創設した経済学者。中央大教授、内務省社会局参与などをつ

とめた。）/ 煙山専太郎（西洋史学者、政治学者、早稲田大学教授。国際・外交問題専門誌『外交時報』の数多く

の論文を寄稿し執筆面を支えた。）/ 小崎弘道（牧師。熊本洋学校で学んだ後、同志社に転入、新島襄と出会い伝

道をともに行う。霊南坂教会を創設し、同志社第 2 代社長（総長）、日本組合基督教会会長、日本基督教連盟会

長などを務めた。）/ 阪田貞一（工学者。欧米で機械工学を研究したのち帰国、東京高等工業学校（東京工業大学）

校長をつとめた。）/ 阪谷芳郎（大蔵官僚、政治家。大蔵大臣、東京市長、専修大学学長を歴任。）/ 佐藤昌介（札

幌農学校第 1 期生としてクラークに学び渡米。新渡戸稲造らと初の農学博士の称号を授与。札幌農学校校長、東

北帝国大学総長を歴任後。北海道帝国大学の初代総長。）/ 下田次郎（女子教育家。女子高等師範学校（お茶の水

女子大学）教授。大日本女子教育会を設立し女子の教育の振興に大きな功績を残した。）/ 頭本元貞（伊藤博文や

渋沢栄一に重用され国際的に活躍したジャーナリスト。衆議院議員。）/ 添田壽一（大蔵官僚、銀行家、官庁エコ

ノミスト。日本法律学校（日本大学）の設立に加わった。）/ 高田早苗（政治家、教育者、法学博士。文部大臣、

早稲田大学総長などを歴任。）/ 武信由太郎（『ジャパン・タイムズ』創設に参画した、明治・大正期を代表する

英語学者。早稲田大学教授。日本初の本格的な和英辞典『武信和英大辞典』を編纂した。）/ 留岡幸助（感化院教

育、社会福祉の先駆者。）/ 中松盛雄（特許局長、日本基督教会理事長、化学工業協会会長などを歴任した官僚、

弁護士、弁理士。）二階堂保則（統計専門家。内閣統計局で「人口動態調査」や国勢調査局で第 1 回国勢調査の

実施に当たった。人口統計、統計学関する論著多数。）/ 本多静六（林学博士、造園家。東京農林学校（東京大学

農学部）教授。日本の「公園の父」といわれ、日比谷公園はじめ明治神宮、北海道の大沼公園、福岡の大濠公園

など多数の公演の設計に携わった。関東大震災からの復興の原案作成したことでも知られる。）/ 和田維四郎（鉱

物学者、書誌学者。大学東京大学創設にあたり、ナウマンの助教として理学部地質学科に加わる。農商務省地質

局長、鉱山局長、地質調査所所長、東京大学教授を歴任。） 
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●サンプル頁●（復刻版紙面を約５０％縮小してあります。） 

▸ 満州、台湾、朝鮮など植民地を含めた最新の情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▸各国駐日大使をはじめとした様々な人物情報や在日外国人に関するデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▸政治、法律、経済、教育、宗教をはじめ女性、アイヌ問題など日本社会の多様な側面に関する報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



▸豊富な産業、貿易データや企業情報を海外に提供 

 

 

 


